
【例】単元における知の構造化（国語） 大分大学附属小学校

提案する文章は，最初に結論を述べる頭括型か
双括型で書くようにし，中でより具体的な事例を
挙げながら，結論を述べる理由付けをしていくと
実現可能な提案になる。同じように自分が伝えた
い内容に合った文章の種類と構成があり，それを
選んで書いたり話したりすることで伝えたいこと
を明確に伝えることができる。

事実的知識

紹介，提案，推薦，
案内，解説，物語
などの文章の種類
とその特徴

事実的知識

頭括型，双括型，
尾括型など論の進
め方の種類とその
特徴

個別的スキル

文や段落の構成

複雑なプロセス

既習の実験技能と実験の予
想を関連させて、観察をする物
質によって、温度変化が見える
ような実験方法を考える。

複雑なプロセス

事実や意見，具体的なエピ
ソード等，内容のまとまりに応じ
て段落を変えたり，一文の構成
を意識して書いたりする。

事実的知識

「始め－中－終
わり」「序論－
本論－結論」な
どの文章構成

転移可能な概念

提案する文章だから実現可能で具体的な
ものを書くようにする。
5年生にリーダーとしての心得を伝えるに

は，最初に心得を示して，中でその理由や
事例，最後に励ましの言葉を書くようにす
る。

ルーブリック

個別的スキル

事実と意見等の
かき分け

① パフォーマンス課題
（例） 卒業前の「わたしの主張」で
はどのような構成でスピーチすれ
ば良いか。


